
 

 

１月29日（水）保体委員会が主催して、クラス対抗の球技（バレーボール）大会を開催しました。声を掛

け合い試合を楽しみながら、学年を超えた交流があったり、学級の絆を深めたりしました。エキシビジョ

ンとして、教職員チームと３年生チームでの試合があり、多いに盛り上がりました。 
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校長室から 

校長 太島 誠 

 １月31日（金）第２回生徒総会が開催され、本部並びに専門委員会、部活動等の活動報

告が行われました。今年度、梨雪会（生徒会）のスローガンは、「Challenge」です。その重点

の一つに、代々受け継がれてきた「しなのがわ精神」を掲げ、専門委員会の日常活動や生徒会

行事を通じ、その精神を大切にしながら取組を進めてきました。また、生徒玄関には、第１回

生徒総会後から全校生徒一人一人が掲げた「Challenge」を掲示しました。これらの取組は生

徒会活動に活気を生み出し、学校生活を豊かで充実させる取組につながったと感じています。 

さて、生徒会の名称にもなっている「梨雪」という言葉を調べてみました。私たちは「りん

せつ」と読みますが、一般的には「りせつ」と読み、梨の花を表します。梨の花はその白さと

美しさから、中国では雪景色に見立てて梨雪と呼ばれ、古くから開花の時期には人々に愛でら

れてきました。また、梨の花には「和やかな愛情」「博愛」「慰め」といった花言葉がありま

す。純白で清らかな花の様子が、何にも染まらずに広く愛情を分け与えるイメージにつなが

り、やさしく寄り添うような愛情が花言葉には表現されています。 

 第２回生徒総会後には、新生徒会役員の任命式と引継式が行われました。引継式では、３年

生等の現役員から１・２年生の次期役員へ引継ファイルが手渡されました。来年度以降も梨雪

会が代々引き継いできた自発的・自治的精神を大切にし、津南中学校生徒会が「梨雪」の花言

葉のように多くの生徒に愛情を分け与え、温かく寄り添う存在になっていくこと願います。 

生徒総会 引継式 役員任命式 



 ４名（アルペン１名、クロカン３名）の選手が参加し、新潟県代表選手と

して健闘しました。選手の言葉を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜生徒の活躍＞ ○数字は学年 

◆全国中学校スキー大会 2/4～7日 長野県野沢温泉村 

 アルペン  野沢温泉スキー場カンダハーコース 

  男子大回転 77位 Ｋ.Ｋ③   

 クロカン 野沢温泉南原クロスカントリーコース 

  男子５kmクラシカル 54位 Ｍ.Ｉ③  ５kmフリー   32位 Ｍ.Ｉ③ 97位 Ｔ.Ｓ②  

  女子３kmクラシカル 36位 Ｋ.Ｓ②   ３kmフリー   32位 Ｋ.Ｓ② 

◆町民スキー大会 2/8 マウンテンパーク津南クロスカントリーコース 

  男子６kmクラシカル １位 Ｍ.Ｉ③ ２位 Ｔ.Ｓ②  ３位 Ο.Ｙ② ４位 Ｓ.Ｓ② 

  女子３kmクラシカル １位 Ｋ.Ｓ② 

  チームスプリント  １位 Ｓ.Ｓ②Ｔ.Ｓ② ２位Ｏ.Ｙ②Ｋ.Ｓ②  

◆魚沼四市二郡中学校新人スキー大会 2/13十日町市吉田クロスカントリー競技場 

  ２年男子９kmマススタートフリー ５位 Ｔ.Ｓ②  ６位 Ο.Ｙ② 11位 Ｓ.Ｓ② 

  ２年女子６kmマススタートフリー ３位 Ｋ.Ｓ② 

◆第57回妻有雪ん子造形展 2/15･16 越後妻有文化ホール「段十ろう」 

  １年生 Ｋ.Ｙ Ｆ.Ｈ Ｆ.Ｒ Ｍ.Ｍ 

  ２年生 Ｉ.Ｋ Ｉ.Ｎ Ａ.Ｊ Ｚ.Ｋ Ｗ.Ｈ 

３年生 Ｗ.Ｋ Ｓ.Ａ Ｎ.Ｈ Ｋ.Ｈ 

◆第69回津南町小中学生作文コンクール 

石田吉貞文学博士賞 Ｋ.Ｒ③ 

津南町教育長賞   Ｔ.Ｕ② Ｍ.Ｍ① 

◆太田信文学賞 短歌の部 

児童生徒の部 佳作 Ｗ.Ｉ② Ｗ.Ｙ② 

         入選 Ｋ.Ｓ② 

Ｍ.Ｉ③ 

 全国大会では腰の痛みがあり、万全の状態ではない中で臨むことにな

りました。納得のいく結果ではなかったものの、自分の全力を出して、

スキーを楽しんで滑ることができました。中学生として残り少ないスキ

ー競技ですが、今までと同じように自分の課題を見付け、それをできる

だけ克服できるようにしたいです。 

Ｋ.Ｋ③ 

アルペンスキーは天候やコース状況などの条件が揃って成績が出る競

技なので、県大会ではその機会を無駄にせず、周りのサポートもあり全

国大会に出場できました。全国大会では、かなり難しいバーンで苦戦し

ましたが、２本の滑走を揃えることができました。 

Ｔ.Ｓ② 

全国大会では、大会の直前にインフルエンザにかかってし

まい、思うような滑りができず、悔しさが残りました。改め

て体調管理に気を付けることの大切さを実感しました。次

は、ジュニアオリンピックに向けて頑張ります。 

Ｋ.Ｓ② 

近くに大きなコースがない中、保護者や先生、コーチのお

かげで１回１回の練習を集中して行い、全国大会に出場する

ことができました。全国という大きな舞台を楽しみ、学ぶこ

とができたので、これからに活かしていきたいです。 

全国大会の応援をありがとうございました。 

妻有雪ん子造形展：段十ろう 


